
横浜創英
［神奈川県横浜市・共学校］

この学校の
情報は

「School-pot」へ

す
る
時
、
周
り
は
同
じ
年
齢
の
人
ば
か
り
で

は
な
い
で
す
よ
ね
。
本
校
で
は
そ
う
し
た
こ

と
を
想
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
で
学
年

の
枠
を
取
り
払
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
２
と
高
３
の『
対
話
・
創
造
型
講
座
』で

は
無
学
年
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
学
年

を
越
え
た
集
団
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
様
な
価
値
観
を
も
つ
人
と
出
会
い
交
流

し
、
対
話
力
や
学
習
能
力
が
伸
ば
せ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
校
で
は
現
在
の
高
１
が
高
３
に
な
っ
た

際
、
午
後
は
自
由
選
択
で
科
目
を
履
修
で
き

る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
す
る
予
定

で
す
。
高
校
生
で
あ
り
な
が
ら
、
午
後
の
時

間
帯
を
利
用
し
て
大
学
に
通
う
こ
と
も
可
能

と
な
る
こ
と
で
、
大
学
の
履
修
内
容
を
高
校

の
単
位
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
検
討
が
進

ん
で
い
ま
す
。

「
本
校
で
単
位
を
認
定
し
て
も
、
高
校
卒
業

後
に
そ
の
大
学
に
入
学
し
な
い
と
大
学
の
単

位
と
し
て
は
認
定
さ
れ
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
、
そ
の
解
消
に
今
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
大
連
携
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
生
徒
た
ち
は
た
だ
講
義
を

聴
く
の
で
は
な
く
、
大
学
か
ら
与
え
ら
れ
た

課
題
に
対
し
、
プ
レ
ゼ
ン
や
制
作
物
で
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
し
て
い
く
よ
う
な
授
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
際
は
、

探
究
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
か
ど

う
か
が
第
一
条
件
で
す
」�

　

今
回
の
授
業
を
終
え
、法
政
大
学
か
ら「
大

学
の
授
業
に
十
分
対
応
で
き
る
」と
の
評
価

を
得
た
同
校
の
生
徒
た
ち
。
授
業
へ
の
参
加

建
学
の
精
神「『
考
え
て
行
動
の
で
き

る
人
』の
育
成
」を
も
と
に
、
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
む
同
校
。
高
校
を

〝
社
会
で
必
要
な
経
験
を
学
ぶ
場
〟
と
し
て
、

学
校
と
社
会
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
校
は
現
在
６
つ
の
大
学
と
高
大
連
携
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
将
来
的
に
は
20
の
大

学
・
学
部
と
の
協
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
し
た
の
は
、
２
０
２
２
年
９
月

に
法
政
大
学
で
行
わ
れ
た「
課
題
解
決
型
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」で
、
同
校
の
高
校
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

「
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
法
政
大
学
の
正
規

の
集
中
授
業
で
す
。
大
学
生
た
ち
は
学
部
も

学
年
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
中
に
本
校
の
高

校
生
が
交
じ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。
班
ご
と
に
分
か
れ
、
一
つ
の
班

に
高
校
生
が
２
人
、
大
学
生
が
４
人
程
度
の

構
成
で
し
た
が
、
本
校
の
生
徒
は
日
頃
か
ら

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、
大
学
生
と
一
緒

の
話
し
合
い
で
も
自
分
の
意
見
を
堂
々
と
述

べ
て
い
ま
し
た
」�（
副
校
長
／
本
間
朋
弘
先
生
）

今
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
帰
宅

困
難
者
支
援
施
設
運
営
ゲ
ー
ム

（
K
U
G
）と
し
て
知
ら
れ
る
〝
図
上
訓
練
〟

を
体
験
し
、
避
難
施
設
の
運
営
に
携
わ
る
心

構
え
や
対
応
力
を
養
う
と
い
う
も
の
。

「
高
大
連
携
の
講
座
で
は
、
高
校
生
用
に
特

別
な
集
中
授
業
を
ご
提
案
く
だ
さ
る
大
学
も

あ
り
ま
す
が
、『
そ
れ
に
は
及
び
ま
せ
ん
』と

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
仕
事
を

高校生が大学の授業に参加
課題解決型のグループワークで学ぶ

帰宅困難者支援施設運営ゲーム「KUG」で臨機応変な対応力を養成。
大学生とのグループワークで実践的な考え方を学びました。副

校
長
／
本
間
朋
弘
先
生

↑高３生が大学生と一緒に取り組んだのは、都心部
に大規模自然災害が発生した想定で、一時帰宅困難
者をどう支援するかという図上訓練。支援施設であ
る体育館の平面図をもとに、レイアウトや動線など
の受け入れ条件を相談しながら決めていきます。

キャリア教育の
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グループワークを
通して
将来やりたいことが
見えてきました

↑個人の属性が書かれた
“帰宅困難者カード”が配ら
れた後、「大けがをした」「受
け入れ者同士のケンカが起
きた」などの“イベント（ト
ラブル）カード”が配られ
ます。

←イベント（トラブル）対応は、
迅速・的確にイエスかノーの
判断が求められます。今回イ
ンタビューをしたTさんとE
さんは、この判断が一番難し
かったと話してくれました。

→大学生と一緒にグルー
プワークをしても物怖じ
しない同校の生徒たち。
6時間に及んだワークの
最後にみんなで記念撮影。

動
機
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
自
分
の
成

長
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
か
ら
」「
い
ろ
い
ろ

な
人
と
交
流
で
き
そ
う
だ
か
ら
」と
い
っ
た

理
由
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
参
加
者
に
は

法
政
大
学
志
望
者
も
多
く
、
今
回
の
経
験
を

踏
ま
え
て「
法
政
大
学
で
学
び
た
い
」と
い
う

意
志
が
よ
り
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

同
校
で
は
同
じ
く
９
月
に
、
高
１

生
対
象
の
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
」（
合
教
科
授
業
）も
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
教
科
や
科
目
が
異

な
る
教
員
同
士
が
２
人
１
組
と
な
っ
て
、
計

13
の
講
座
を
開
く
と
い
う
も
の
。
こ
の
よ
う

に
同
校
で
は
、
教
科
や
学
年
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
革
新
的
な
試
み
を
次
々
と
展
開
し
て

い
ま
す
。

「
高
大
連
携
を
通
し
て
、
高
校
と
大
学
、
そ

し
て
社
会
が
シ
ー
ム
レ
ス
な
状
態
で
つ
な
が

る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私

た
ち
教
員
の
や
る
べ
き
大
き
な
役
割
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」

　私は法政大学を志望しているので、法政大学

の学生と一緒に学びたいと思って参加しまし

た。最初は少し緊張しましたが、大学生たちと

意見を出し合って同じ課題に取り組めたことが

良かったです。今回のように実践的な内容だと

イメージもしやすく、実際に災害が起きた時に

役立つと感じました。私自身が東日本大震災で

帰宅困難者になったので、その経験を活かして

恩返しができるボランティア活動にも興味があ

ります。今回、ボランティアの立場を疑似体験

したことで、帰宅困難者とボランティアの両方

の気持ちを知ることができました。このような

実践的な講座をまた受けてみたいです。

　今回は友人に誘われて参加しました。今回の

グループワークを通じて、「もし外国人観光客が

災害に遭ったら？」などという視点からも考え

てみました。一人ひとりに対応できる時間が短
く、避難所という限られた空間ではそれぞれの

文化の違いに細かく配慮することは難しいと思

います。私は英語の教員をめざしていますが、

今回の授業を経験して、教育学や言語学に加

え、文化人類学を学びたいという意欲がわいて

きました。高大連携プログラムで受けてみたい

のは、高校では学ばない専門的な分野や、さま

ざまな教科を組み合せた複合的な授業です。今

回の授業に参加し、志望大学の大学生とも触れ

合えましたし、大学で学びたいことが見えてき

て参考になりました。

左からEさん、Tさん。

Tさん（高3）

Eさん（高3）


